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 赤穂市議会議員 ５期  

・議会運営委員会委員・総務文教委員会委員・市民病 

院経営改善調査特別委員会委員・赤穂市監査委員他 

 連絡先 〒678-0233 赤穂市加里屋中洲 5 丁目 45-2 電話 090-4560-5427 

【1２月の市政・議会の主な動き】 市の責任において赤穂市民病院の経営形態の移行について検討を

１． 令和６年第４回定例議会一般質問で成果!! 
12/9（月）一般質問に立ちました。大きな項目は２つ 

（１）職員のハラスメント防止対策について 

答弁要約；赤穂市職員の内部通報に関する要綱を

見直し、ハラスメントも明記する。要綱は、全職員に通

達する。ハラスメント（特にパワハラ）の講習は成果の

確認をする。管理監督者に昇格する場合は適正も十分

考慮する。 

（２）赤穂市民病院のあり方について 

① 令和５年度第２回赤穂市民病院経営改善検証委

員会（R5・12・25）の報告に「経営形態の変更に関

して、および診療機能などの見直しについて調査・

研究を行う必要がある」とあるが、どのような調

査・研究が行われたのか 

答弁要約；市長が現行体制を続ける考えなので、病

院としては検討していない。 

② 令和６年度第１回赤穂市民病院経営改善検証委

員会（R6.7.9）の報告には「市の責任において経営

形態の移行について検討

する場を速やかに構築す

ることが必要である」とあ

るが、病院開設者である

市長は検討する場をいつ

構築する考えなのか 

答弁要約；（現行体制を継

続するという答弁を繰り返されるので、質問の趣旨を

理解してもらい） 経営形態の移行について検討する

場を構築するか病院と相談する。 

要望；12月26日の市民病院経営改善調査特別委員

会で回答願う。 

２．追加各会計補正予算、条例の一部改正等も可決 

12/10（火）議会最終日、一般質問終了後、各委員会

委員長報告の後表決が行われ、全議案可決されまし

た。また、追加の各会計補正予算案、条例の一部改正

案（議員の報酬等に関する、特別職の給与等に関する、

職員・学校給食調理員・会計年度任用職員の給与等

に関する条例）は、説明後、質疑・反対討論を経て、表

決され全て可決されました。 

３．議員定数１名減による委員会数は現状のまま３に 

12/12（木）議会運営委員会が開催され、来年４月６

日の市議会議員選挙で定数１７人となることを踏まえ、

常任委員会数・あり方について協議しました。 

私の政翔会としては、多角的に審査するには現状の

各委員会６人が限界と考え、２常任委員会とし、議長を

除き８人ずつとすることを提案しました。公明党会派も

同じく２常任委員会を提案しましたが、他の４会派が現

状の３常任委員会とし、来年以降改めて詳細まで検討

してはどうかということで、総務文教委員会と民生生活

委員会は６人、建設水道委員会は５人とすることになり

ました。 

【1２月の主な議員活動】 「誰ひとり取り残されないまちづくり」障がい者週間ともに考える市民のつどい

１．NHK・Eテレ「バリバラ」のご意見番・玉木幸則氏講演 

12/7（土）障がい者週間・と

もに考える市民のつどいが開

催され参加しました。NHK・E

テレ「バリバラ」のご意見番

「玉木幸則」氏が「誰ひとり取

り残されない（上から目線の取り残さ

ないではないと）まちづくり」を講演され、

障がい者の皆さんとの接し方を改めて

学びました。 

２．東映剣会・木下通博さんを偲ぶ１０

年祭に参列 

東映剣会の義士祭出演は今年で３

０年となりました。木下通博さんは、そのリーダー的立

場で赤穂に剣会を率いて来られ、暴れん坊将軍で共演

された松平健さんが義士行列の大石内蔵助役を演じら

れるきっかけとなりました。私も木下さんと昼食を共にし

たことがあります。９年前の義士祭前夜の演技直後に

倒れられと聞き赤穂市民病院に西郷

輝彦さんと駆け付けましたが、帰らね

人となりました。その木下さんを偲び

支援者と剣会の皆さんで「木下通博さ

ん１０年祭」が赤穂市民会館で執り行

われ参列しました。（写真は吉良役・峯さん） 

３．義士祭の殺陣演出・吉良様が初登

場／東映剣会 吉良様を討ち取る！ 

４．12/20（金）連合西部地域協議会が赤穂市へ横断旗１

２０本寄贈と政策・制度要求に立ち会う 

【1２月の市民相談】 裏山の崩れ・治山事業、赤穂市民病院の午後受付・経営改善など４件
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